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希
望
溢
れ
る
令
和
３
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
11
月
に
発
刊
さ
れ
た
、
創
立
50
周
年
記
念
誌

「
文
協
の
あ
ゆ
み
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
先
達
の
熱
意
と
努
力
に
改
め
て

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
４
月
に
教
育
長
に
就
任
以
来
、「
と
も
に
学
び
、
と
も
に
生

き
る
」
～
蒲
郡
の
教
育
行
政
の
創
造
～
、
そ
の
な
か
の
一
つ
の
柱
と
し
て
、「
特

色
あ
る
学
校
文
化
の
醸
成
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　
「
学
校
文
化
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
歴
史
と
伝
統
、
地
域
の
風
土
を
も

と
に
、
今
を
生
き
る
子
ど
も
、
教
師
、
保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え

て
創
り
出
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
学
校
文
化
の
醸
成
」
を
図

る
た
め
に
は
、
地
域
と
学
校
が
組
織
的
・
継
続
的
に
連
携
・
協
働
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

蒲
郡
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
30
年
３
月
に
「
蒲
郡
市
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

『
社
会
に
開
か
れ
た
学
校
文
化
の
創
造
』」
を
策
定
し
、
新
た
な
学
校
と
地
域
と

の
連
携
に
つ
い
て
、
蒲
郡
市
の
教
育
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、「
モ
デ
ル
地
区
」
と
し
て
、「
西
浦
校
区
」「
蒲
郡
校
区
」

を
指
定
し
、
次
の
二
つ
の
組
織
づ
く
り
の
た
め
に
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

【
地
域
学
校
協
働
本
部
】

　
「
地
域
学
校
協
働
本
部
」
は
、よ
り
多
く
の
地
域
住
民
の
方
（
地
域
ス
ク
ー
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
）
の
参
画
を
得
て
、
そ
の
地
域
の
教
育
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む

活
動
を
進
め
る
た
め
の
組
織
で
す
。
こ
の
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
個
々
に
行
わ
れ
て
き
た
学
校
支
援
活
動
を
組
織
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
継
続

的
で
多
様
な
事
業
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
各
地
区
（
中

学
校
区
）
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、
ま
た
、
小
学
校
区
に
支
援
員
を
配
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
学
校
と
の
連
携
を
密
に
行
い
、
地
域
と
学
校
相
互
の
情
報

共
有
を
行
い
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
】

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
は
、
法
律
に
基
づ
き
教
育
委
員
会
に
よ

り
任
命
さ
れ
た
委
員
が
、
一
定
の
権
限
を
も
っ
て
、
学
校
の
運
営
と
そ
の
た
め

に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
協
議
す
る
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
設
置
し
た
学
校
の
こ
と
で
す
。

　

各
地
区
（
中
学
校
区
）
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
支
援
員
や
保
護
者
や
地

域
の
住
民
を
代
表
す
る
運
営
委
員
が
参
画
す
る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置

し
、
地
区
の
各
学
校
の
基
本
運
営
方
針
を
承
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
教
育
上
の
課
題
や
学
校
運
営
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
、
意

見
を
ま
と
め
、
学
校
や
教
育
委
員
会
に
具

申
で
き
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
学
校
運
営
協
議
会
」
と
「
地

域
協
働
本
部
」
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、

社
会
総
が
か
り
で
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を

育
む
教
育
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
二
つ
を
組
織
化
す
る
こ
と

で
、「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は
こ
の
ま
ち

の
未
来
」
と
い
う
理
念
の
も
と
で
、「
蒲

郡
市
学
校
運
営
協
議
会
推
進
計
画
」
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
色
あ
る
学
校
文
化
の
醸
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
郡
市
教
育
委
員
会

教
育
長　

壁

谷

幹

朗

蒲郡南部小学校　正面玄関
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市民文化祭開会式市民文化祭開会式
蒲 郡 市 文 化 協 会 創 立５０周 年 記 念蒲 郡 市 文 化 協 会 創 立５０周 年 記 念

　教育長壁谷幹朗氏の開式のことばで、創立50周年記
念市民文化祭が始まりました。早瀬恵雲氏先唱による市
民憲章唱和は、声に出さずに心の中で行って頂きました。
そして、主催者挨拶として、文化協会会長中村達氏、
蒲郡市長鈴木寿明氏がされました。つづいて、創立50
周年という事で、蒲郡信用金庫様、蒲郡市農業協同組
合様、そして華道部会に感謝状が贈られました。

１１月３日
於市民会館中ホール

　来賓挨拶は衆議院議員
今枝宗一郎氏より頂き、
後の人は名前だけの紹介
とさせて頂きました。
　アトラクションは蒲郡雅
楽倶楽部、木村君多香氏、
蒲郡市吹奏楽団の２グ
ループと１名に出演して
頂きました。

壁谷教育長

文協中村会長

蒲郡信用金庫様 蒲郡市農業協同組合様 華道部会

演目　迦陵頻　胡蝶 演目　祝賀の舞 演目　秋のメロディー 他

鈴木市長 今枝議員

早瀬華道部会長
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合同展・ポスター展合同展・ポスター展
文 化 協 会 創 立５０周 年 事 業文 化 協 会 創 立５０周 年 事 業

　本年度、蒲郡市文化協会は創立50周年を迎えました。秋の市民文化祭に先駆けて、絵画、水墨画、短歌、
俳句、写真、工芸、書道の７部会の記念合同展が10月31日から11月３日まで博物館ギャラリーで開催され、
各部会精鋭の部員による力作が並びました。絵画部門10名、水墨画８名、写真部門10名、短歌・俳句部門
は自作の歌・句を色紙にひとり１枚の各10点、工芸部門は陶芸４名、ちぎり絵１名、布花１名、布絵・木目
込み１名、木彫２名の10点が出品されました。これらの中には県分連美術展入賞常連の方々の作品も有りま
した。同時に市民文化祭50年間のポスターが40点ほど廊下に展示され、懐かしさと共に文化祭の移り変わ
りもわかり興味深く楽しむことができました。

　昭和48年（’73）度市民文化祭ポスター、昭和52年

度文協まつりのポスターが、文化協会に残っている

一番古いポスターである。この頃は、展示部門は体

育館で行われていた。また、文協まつりは、今のよ

うに「春の」がついてなかったようである。

　そして令和２年度のポスターであるが、春の文協ま

つりのポスターは、50周年記念という事で、題字に

金を入れてお祝いの年らしいポスターを作ったが、

残念ながら幻のポスターとなってしまった。市民文化

祭ポスターは、昭和46年（亥）から令和２年（子）そし

て令和３年（丑）へ、コロナに負けず、51年に引き渡す

思いをこめた。
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文  化  祭文  化  祭

菊作りには難しい気象でしたが、まずまずの
作品が出来た、というお話でした。

市民会館会場

菊 花 展　大ホールロビー
１１月６日～８日

皐月盆栽展　大会議室
１１月７日 ・ ８日

書道・工芸展　東ホール
１１月１３日～１５日

皐月、盆栽、水石、ともに
大きな作品が少なくなって
きています。

書道22名、工芸５名の会
員外の出品があり、とて
も良かったです。
コロナ禍、それでも400
人近い人が見に来てくだ
さり、出来て良かったな
と思っています。

水 石 展　中会議室
１１月７日 ・ ８日
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市  民市  民

写真部会は駐車場ガラス
ケースと、受付入り口の
ところに今回新しく看板
ポスターを作り替えた。
秋らしいデザインで、華
やかな感じにできていた。

今回、観客を入れての発表会が難しいと
いう事で、７日・８日の２日間でビデオ
撮りを行い、ケーブルテレビさんにお願
いをして１回１時間半の枠で９日間にわ
たって放映して頂いた。

また、今回新しい試みとして、ビデオ撮りしたものを
出演グループごとに編集をして、YouTubeにあげて
観て頂く事になりました。蒲郡文化219号が皆さんの
ところに届くころには観られるようになっていると思
います。ぜひ、ご覧下さい。

博 物 館　ギャラリー会場

コロナ禍に会員が減ったということもあり、１人２～３点の作品をお願いした。結果、多くの出品があり会場
全体が華やかになり、見ごたえのある展示会場となった。

絵 画 展　１１月１３日～１５日

写 真 展　１１月２０日～２２日

ス テ ー ジ 発 表　１１月７ ・ ８日　中ホール

水墨画展　１１月６日～８日
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・
菊
花
展
　
　
　
　
17
名

・
短
歌
投
稿
者
　
　
46
名

・
俳
句
投
稿
者
　
　
67
名

・
形
原
小
６
年
生
　
59
名

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
・
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

短
歌
会
入
賞
者

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
　
　
加
藤
芙
美
代

　
夫
亡
き
後
も
気
遣
ひ
く
れ
し
義
兄
逝
き
て
し
ま
ひ
ぬ
蜩
の
鳴
く

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
賞
　
　
齋
藤
と
し
子

　
ラ
ン
ド
セ
ル
揺
ら
し
て
駆
け
る
初
孫
を
も
う
幼
子
と
呼
べ
ぬ
さ
び
し
さ

蒲

郡

市

長

賞
　
　
夏
目
冨
美
子

　
一
つ
こ
と
成
せ
ば
一
つ
を
忘
る
る
な
ど
遣
る
瀬
な
き
日
々
百
日
紅
咲
く

蒲
郡
市
議
会
議
長
賞
　
　
俵
　
　
朝
子

　
マ
ス
ク
つ
け「
い
の
ち
の
歌
」を
ハ
モ
り
た
り
久
方
ぶ
り
に
喜
び
の
湧
く

蒲
郡
市
教
育
委
員
会
賞
　
　
堀
井
　
道
子

　
寛
解
を
知
ら
せ
く
れ
た
る
友
の
声
受
話
器
手
に
し
て
わ
が
胸
つ
ま
る

蒲
郡
市
教
育
委
員
会
賞
　
　
岩
瀬
　
和
子

　
お
だ
や
か
に
晴
れ
て
輝
く
満
月
は
広
々
続
く
稔
り
田
照
ら
す

蒲
郡
市
文
化
協
会
長
賞
　
　
牧
原
さ
ち
ゑ

　
朝
夕
に
身
体
染
み
入
る
風
は
秋
が
ん
病
む
娘
携
帯
に
出
ず

蒲
郡
市
文
化
協
会
長
賞
　
　
小
野
田
初
枝

　
た
そ
が
れ
て
歩
を
早
め
行
く
山
裾
に
我
を
呼
び
止
む
く
ち
な
し
の
白

佳
作
　
　
　
後
藤
　
厚
巳
　
　
本
多
　
礼
子
　
　
小
田
那
美
江

　
　
　
　
　
能
登
　
正
嗣
　
　
橋
本
満
寿
代
　
　
稲
吉
　
友
江

菊
花
展
受
賞
者

愛
知
県
議
会
議
長
賞
　
田
島
　
道
秋

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
　
河
井
　
宏
幸

愛
知
県
文
化
協
会
連
合
会
賞
　
福
井
　
敬
子

蒲

郡

市

長

賞
　
小
林
　
春
枝

蒲
郡
市
議
会
議
長
賞
　
羽
田
喜
久
司

蒲
郡
市
農
業
協
同
組
合
長
賞
　
樋
山
　
利
恵

蒲
郡
商
工
会
議
所
会
頭
賞
　
竹
内
　
正
喜

中

日

新

聞

社

賞
　
村
松
　
捷
二

蒲
郡
市
教
育
委
員
会
賞
　
嶋
田
　
勝
美

蒲
郡
市
教
育
委
員
会
賞
　
北
部
公
民
館

蒲
郡
市
文
化
協
会
長
賞
　
小
田
　
安
秋

蒲
郡
市
文
化
協
会
長
賞
　
金
沢
三
千
代

俳
句
会
入
賞
者【
学
生
の
部
】

愛
知
県
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
　
形
原
小
６
年
　
小
田
紳
ノ
介

　
運
動
会
ま
さ
か
の
一
位
で
テ
ー
プ
切
る

蒲

郡

市

長

賞

　
　
　
　
　
形
原
小
６
年
　
三
浦
　
健
司

　
バ
ト
ン
手
に
二
人
抜
い
た
ぞ
秋
の
風

蒲
郡
市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
　
形
原
小
６
年
　
本
多
　
碧
菜

　
秋
風
に
な
び
く
フ
ラ
ッ
グ
ま
う
体

蒲
郡
市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　
　
形
原
小
６
年
　
松
永
あ
ゆ
み

　
金
次
郎
落
ち
葉
が
の
っ
て
お
し
ゃ
れ
だ
な

蒲
郡
市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
　
　
形
原
小
６
年
　
三
田
　
愛
梨

　
最
後
だ
と
思
っ
て
い
ど
む
運
動
会

俳
句
会
入
賞
者【
募
集
句
の
部
】

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞
　
　
立
岩
　
宣
宏

　
天
高
し
母
百
歳
の
通
過
点

愛
知
県
文
協
連
合
会
賞
　
　
牧
野
　
一
古

　
鰡
飛
ん
で
小
さ
き
漁
港
の
夜
明
け
か
な

蒲

郡

市

長

賞
　
　
大
須
賀
　
純

　
秋
高
し
胸
張
つ
て
行
く
車
椅
子

蒲
郡
市
議
会
議
長
賞
　
　
小
池
　
　
司

　
出
漁
の
水
脈
の
白
さ
や
秋
立
ち
ぬ

蒲
郡
市
教
育
委
員
会
賞
　
　
田
中
ま
る
こ

　
長
き
夜
や
ペ
ン
で
書
き
足
す
生
命
線

蒲
郡
市
文
化
協
会
長
賞
　
　
大
竹
　
正
泰

　
桐
一
葉
一
喜
一
憂
共
白
髪

中
日
新
聞
社
賞
　
　
牧
野
多
江
子

　
老
い
し
象
帰
燕
の
空
へ
鼻
伸
ば
す

中
日
新
聞
社
賞
　
　
犬
飼
ヨ
シ
エ

　
も
た
れ
合
う
無
縁
仏
に
今
日
の
月

蒲
郡
新
聞
社
賞
　
　
金
田
　
満
子

　
コ
ロ
ナ
禍
の
地
球
に
棲
み
て
仰
ぐ
月

蒲
郡
新
聞
社
賞
　
　
長
崎
マ
ユ
ミ

　
普
段
着
で
女
医
駆
け
つ
け
る
月
の
夜
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第45回 県文連美術展　入賞作品 （蒲郡市文協関係）第45回 県文連美術展　入賞作品 （蒲郡市文協関係）
　9月24日㈭～ 27日㈰　愛知県美術館ギャラリー　　9月24日㈭～ 27日㈰　愛知県美術館ギャラリー　

中 日 大 賞

サナギの夢　内田明美サナギの夢　内田明美

森のふくろう　市川勝代森のふくろう　市川勝代

急流を下る　大竹建男急流を下る　大竹建男 悠々の島々　田中草紫悠々の島々　田中草紫

晏如　藤田柴苑晏如　藤田柴苑

流れ　杉浦　才流れ　杉浦　才

香紙切より　近藤向華香紙切より　近藤向華

蒲郡市文化協会からは８人が出品し、工芸部門で内田明美さんが中日
大賞を、他７名の皆さんも入選されました。
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図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）
春の特別展
　「あれから10年　広告に見る忘れじの東日本大震災」   3月  5日㈮～28日㈰

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）
蒲郡っ子作品展   1月22日㈮～24日㈰

第 36 回写真集団「雲」作品展   2月24日㈬～  2月28日㈰

お　　知　　ら　　せ
文 協 芸 能 発 表 会 ～がんばろう蒲郡～

※市民会館の利用状況により、中止になる場合もありますので、事務局に直接お問合せいただくか、
　蒲郡市文化協会ホームページにてご確認ください。  　　　 （問合先）文化協会事務局☎68-5509

と　き ２月21日㈰　開演：午後１時30分
ところ 蒲郡市民会館　大ホール　入場無料
出　演 筝曲（小田社中） 琴伝流大正琴 さざなみ会
 笹野バレエ コカリナ アンサンブル ドルフィン
 蒲郡市吹奏楽団

ふ
る
さ
と
文
化
財
（13）

蒲
郡
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル

（
旧
蒲
郡
ホ
テ
ル
）

　

蒲
郡
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
テ
ル
は
渥

美
半
島
、
知
多
半
島
に
抱
か
れ
た

三
河
湾
の
景
観
を
見
下
ろ
す
小
高

い
丘
の
上
に
建
っ
て
い
る
。
昭
和

９
年
（
１
９
３
４
）
に
鉄
道
省
国

際
観
光
局
よ
り
第
１
回
国
際
観
光

ホ
テ
ル
に
指
定
さ
れ
た
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
経
済

産
業
省
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
」

に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

設
計
は
久
野
建
設
事
務
所
、
建

築
施
工
は
大
林
組
で
あ
る
。
当
時

の
総
建
坪
８
６
６
坪
。
費
用
は
瀧

家
よ
り
10
万
円
、
大
蔵
省
助
成
金

30
万
円
で
あ
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
の
特
徴
は
、
外
観
は
城

郭
風
建
築
で
屋
根
は
銅
板
葺
き
の

入
母
屋
屋
根
で
あ
る
。
ま
た
西
側

の
塔
と
３
階
の
屋
根
は
千
鳥
破
風

と
唐
破
風
を
組
み
合
わ
せ
て
あ
る
。

内
部
は
旧
蒲
郡
ホ
テ
ル
の
伝
統
の

西
洋
建
築
の
手
法
の
ア
ー
ル
・
デ

コ
様
式
の
装
飾
美
術
が
多
く
見
ら

れ
、
ま
た
壮
大
さ
が
表
出
さ
れ
て

い
る
。

　

常
磐
館
と
同
様
に
多
く
の
文
人

が
旧
蒲
郡
ホ
テ
ル
を
愛
し
小
説
に

ホ
テ
ル
を
紹
介
し
て
い
る
。
志
賀

直
哉
の
昭
和
16
年
刊
「
内
村
鑑
三

先
生
の
憶
い
出
」
や
井
上
靖
の
昭

和
33
年
刊
の
「
あ
る
落
日
」
で
は

当
ホ
テ
ル
の
お
も
て
な
し
の
よ
さ

や
素
晴
ら
し
い
景
観
を
紹
介
し
て

い
る
。

　

三
島
由
紀
夫
「
宴
の
あ
と
」
昭

和
34
年
刊
で
は
ホ
テ
ル
か
ら
竹
島

に
行
き
穏
や
か
な
三
河
湾
の
美
し

い
景
観
を
書
い
て
い
る
。

　

昭
和
32
年
に
は
昭
和
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
が
二
泊
さ
れ
て
い
る
。

　

品
格
あ
る
ホ
テ
ル
の
上
質
な

サ
ー
ビ
ス
と
歴
史
と
伝
統
を
持
つ

特
色
あ
る
ホ
テ
ル
と
し
て
多
く
の

人
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

（
文
・
写
真　

林　

正
夫
）

　

12
月
７
日
と
14
日
、
2
回
の
講

座
を
参
加
者
19
人
で
行
い
ま
し
た
。

　

1
回
目
は
木
取
り
し
て
あ
る
材

料
の
角
を
落
と
し
て
、
牛
の
形
に

近
づ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
耳
・
角
を
彫
り
出
し

て
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
牛
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
緑
や
金

を
使
っ
て
色

付
け
を
し
、

柄
を
入
れ
た

り
と
、
楽
し

く
彩
色
を
し

て
一
人
だ
け

の
牛
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

初
心
者
の
た
め
の
文
協
講
座

干
支
を
彫
る


